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町のサポート

　自治活動応援課では、町民の皆さんに
よる様々な活動を応援しています！「誰か
のために何かしたい、役に立ちたい」と思
っている人たちの交流と活動のために、広
報活動支援や講座紹介等の支援を行って
います。

／

ご相談はこちら！／
皆さんの活動をサポート

　町民の皆さんによる様々な活動を支援し、
新たに協働に取り組みたい人に情報提供す
ることを目的に町民センター内に「（仮称）町
民活動サポートセンター」を設置します。情
報発信・収集、活動、団体同士の交流の場と
してご利用いただけます。
　利用開始は、2020年10月を予定してい
ます。

／

準備中！／
（仮称）町民活動サポートセンター設置

！

　町は、皆さんの「地域のため、
誰かのために役に立ちたい」と
いう思いを応援しています。町
が行っているサポート内容をご
紹介します。

▲開成小学校で行った授業（右が井上さん）

　子ども・子育て支援分野における公共
の利益に寄与する自発的・自主的な活動
をする団体に対し助成を行います。現在、
助成団体を募集しています。
　詳しくは3月1日号おしらせ版をご覧
ください。

／

募集中！／
子ども・子育て支援活動助成事業

3月1日号おしらせ版は
　こちら▶

　町では、町民・自治会・団体・事業者・
教育機関・町が協力してまちづくりを進め
るために策定した「開成町協働推進計画」
を町の実情に合わせて改定しました。
　詳しくは、町HPをご覧ください

▲町HP

開成町協働推進計画
を改定しました

　戦争の悲惨さと、平和や命の大切さを次世代に伝えていく活
動をしています。これまで遺族会での講演会をはじめ、様々な
場所で戦争体験を話す機会をいただいてきました。活動する中
で多くの団体との繋がりが生まれ、私自身もたくさんのことを感
じ、学ばせてもらっています。
　自分の中の問題意識を、一歩進んで行動に移すことが大切
なのではないかと感じ
ています。

case
３ 円中戦争体験を

　　　　　　次世代に伝える会
代表　井上 義幸さん（円中）

▲NPO法人郷の市の皆さん（右から2番目が瀬戸さん）

　NPO法人郷の市は、地場産野菜の販売や幼稚園・学校と
協力した郷土食づくりの体験教室の開催等を行っている団
体です。また、町内の店舗や団体と協力して開成駅前第2公
園での日曜朝市「マルシェかいせい」も開催しています。
　活動を始めてから、地元の農家さんや町内の飲食店、母親
でつくるサークルなど多くの方との繋がりが生まれています。
　今後も、色々な方や
団体を「巻き込み」な
がら、さらに活動の輪
を広げていきたいと
思っています。

case
4 NPO法人 郷の市

代表　瀬戸 のり子さん（下延沢）
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　今回初めて平和講演会で、
ハイドレインジアさんに発表をお願い
しました。
　歌があることで、例年と比べ、会場
がより温かい雰囲気に包まれていたと
思います。機会があれば、今後も発表
していただきたいです。

Interview

①練習では、子どもたちが一緒に歌うこ
とも②お母さんの歌声に耳を澄ませま
す③3月2日㈯に開成町遺族会が開催し
た平和講演会での発表④ピアノの伴奏
もメンバーが行います⑤歌声に聞き入
る参加者の皆さん。一緒にふるさとなど
の曲を歌いました⑥メンバー手作りのお
そろいのブローチ

⑥

円中戦争体験を
次世代に伝える
会を紹介した広報
かいせいH29年8
月号

▲

ハイドレインジア代表
杉山 まゆみさん

（下延沢）

開成町遺族会代表
遠藤 成雄さん

（岡野）
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　ま
た
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　今
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い
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踏
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成
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